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  発行日 2005 年 9 月 27 日

各位 

弊会は、2004 年 11 月 15 日付規則第 57 号及び達第 51 号（日本籍船舶用）並びに同日付 Rule 
No.62 及び Notice No.56（外国籍船舶用）により、2004 年 2 月採択の IACS 統一規則（UR）A2 に基

づき関連する鋼船規則等を改正しました。当該規則等の適用は 2005 年 1 月 1 日以降に建造契約し

た船舶となっております。 
 
一方、IACS の UR A2 は、SOLAS 条約 II-1 章第 3-8 規則（船舶の通常の曳航及び係船に使用され

る装備の備え付けに関する規則）から参照されるガイドラインの草案として IMO に提出されました。

当該ガイドラインは、2005 年 2 月に開催された IMO の第 48 回設計設備委員会（DE 48）にて審議の

末、大幅に内容の見直しが行われた後に策定されました。そして、2005 年 5 月の第 80 回海上安全

委員会（MSC 80）にて SOLAS 条約の II-1/3-8 規則が適用日を 2007 年 1 月 1 日として採択され、当

該ガイドラインも MSC/Circ.1175 として回章されることとなりました。 
 
IACS は、UR A2 と MSC/Circ.1175 として回章されたガイドラインの内容が大幅に異なることから、UR 
A2 の改正を行うことを決定し、既に IACS の Web Site から現行の UR A2 を取り下げております。 
 
弊会におきましても既に UR A2 を規則等に取込んでおりますが、以上の背景により、関連する鋼船

規則等の改正が完了するまでの間、下記規則等の適用を見合わせることといたしましたので、宜しく

ご了知下さい。 
 
 
適用を見合わせる改正規則等 
1. 鋼船規則 B 編 2.1.2-1.(1)(aa)、2.1.3-1.(11)、表 B3.1 中“8 曳航及び係留設備配置図”の行及

び表 B3.2 中“17 曳航及び係留設備”の行 （2004 年 第 2 回一部改正） 
2. 鋼船規則 C 編 27.2 「曳航及び係留のための設備」 （2004 年 第 2 回一部改正） 
3. 鋼船規則 CS 編 23.2 「曳航及び係留のための設備」 （2004 年 第 2 回一部改正） 
4. 鋼船規則検査要領 C 編 C27.2 「曳航及び係留のための設備」 （2004 年 第 2 回一部改正） 
5. 鋼船規則検査要領 CS 編 付録 1 表 CS 中“23.2”の行 （2004 年 第 1 回一部改正） 
 

（次頁に続く） 
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なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
 
財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 
本部 研究センター 開発部 
住所: 千葉県千葉市緑区大野台 1-8-3（郵便番号 267-0056） 
Tel.: 043-294-6672 
Fax: 043-294-6699 
E-mail: dvd@classnk.or.jp 

添付： 

1. SOLAS Reg.Ⅱ-1/3-8 
2. MSC/Circ.1175
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